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は じ め に

｢三印法典｣(KotmaiTraSam Duang)中には,アユタヤ王朝の統治範囲を,具体的な地

名表と共に示すテキス トが,す くなくとも3種類合まれている｡

アユタヤ王朝の統治形態は,基本的には, ｢首府(krungorm凸angluang)｣による ｢諸因

(huamaang)｣の支配としてとらえられる.1)もとよりこの支配が,どの程度まで実質的な効

果をもち得たかという問題については,首府と諸国との空間的距離の大小がつねに制限閃千と

して働いていたという点を考慮 しなければならない｡

1350年ラーマ-ティボディⅠ冊によって始められたアユタヤ王朝は,16-世紀半ばまでの200

年間に,北は雲両省南部から雨はマライ半島の南端まで,束はメコン河から西はサルウィン河

流域までにその支配を及ぼす勢力に発展した｡このような広大な鶴城に対するアユタヤ王朝の

集権的支配体制の確立は,一般にボロマ トライロ-カナー ト王 (1448-1488)の治軒に行なわ

れたものと考えられてい る｡2) (この典拠として用いられている主たる史料は, ｢三印法典｣に

収録されている KotMonthianban;thePalatineLaw 〔後掲テキス ト(C)〕である.) 同工は

全国を,(1)畿内 (WongRatchathani),(2)大国 (MbangPhrayaMahaNakhon),および(3)朝

貢国 (Prathetsarat)の3段階に分類 した｡畿内の諸国は,首都から派遣され,首都に屠住す

る大臣に対して責任を 負 うところの代官によって 直接に統治された｡｢大同｣と呼ばれる諸国

は,王族, 中 央 ･地方員族らによって統治されたが,交通の不便さもあって,これらの諸国は
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実質上半独立の状態にあったものと思われる｡国主はアユタヤ王朝に対する臣従のあかしとし

て誓忠の飲水を行なうことが義務づけられていた｡3)朝貢国はいずれも民族を異にし,首都よ

り僻遠の地にある諸国であって,これに対するアユタヤの支配は,微弱であり,しばしば名目

にすぎなかった｡3年に1度,金銀樹と呼ばれる買物を献送し,時にアユタヤからの指示に基

づいて兵を起こすことがなければ,首都との関係は,はなはだ希薄であったといえよう｡

1569年,ビルマ軍に対しアユタヤの喫した軍事的敗北の結果, トライローカナート王以来の

統治組織は壊滅に瀕した｡ナレースエソ大王による独立の回復まで,アユタヤはビルマの付庸

にすぎなかった｡1590年,父王の後を襲って王位についたナレースエン大王は,ビルマの勢力

を軍事的に駆逐した後,国内統治組織の再建に着手した.M血angPhrayaMahaNakhonの廃

止,算1級国から第4級国までの,諸国の級別編成法の導入は,この王の治績とされている｡4)

(ナレースエン大王の地方行政改革の史料として Walesは phraAyakanNaHuaMaang

〔テキスト仏)〕を挙げているが5),後述するテキストの成立時期1466年が正しければ,問題とな

ろう｡)

17世紀の末葉,とくに1691年に発生したナコンシ-タマラートの反乱以降,兵力徴集の効率

化という観点から,全国を南北に2分し,その統治をアユタヤ宮廷における2大実力者である

Mahatthai,Kralahom の手にゆだねるという措置がとられた｡ (Walesのこの推定は主とし

て phraThammanun第 2部 〔テキスト(B)〕に基づいている.)

Mahatthai-Kralahomによる全国の2分統治は,その後,外国貿易の振興と共に,Kromatha

の重要度が増大し,Kromathaがタイ湾沿岸諸地方の統治の責任を分担するに至って,全国は

Mahatthai-Kralahom-Kromathaの3者によって分割統治される形勢-と発展し,そのまま19

世紀後半に及ぶのである｡6)

ここに紹介しようとする3種のテキストは,上記の通説の典拠として重要であり,したがっ

て今後充分な検討を加えられるべき史料であるが,同時に,アユタヤ王朝の統治範囲を,具体

的かつ体系的に示したタイ側史料として,他に類を見ないものである｡7) これらのテキス トは,

いずれも ｢三印法典｣に収録されている ことは前述の とおりで あるが,同 ｢法典｣の成立が

1805年であること,同 ｢法典｣がアユタヤ法の再横を基本としながらも,編某の目的が実用で

あったということ,の2点に鑑み,同 ｢法典｣所載の各テキストには,かなりの変形が発生し

ているであろうことは当然予想されるところである｡とくに本稿にとり上げたテキス トにかん

しては,地名のリストであるだけに加筆,削除の可能性がさらに大であったと見るべきであろ

うoテキストの利用にあたっては,充分な史料批判が必要であることは言うまでもない｡

テキス トはすべて Lingat校定本に従い,プラドレ一本,ラーブリ一本との綴字の異同を注

に示した｡補注1)
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1. 訳 文

30

幸あれ｡1298年,成年,下半月,10日, 日曜日｡PhraramathibodiSiBoromaTrailokanat

BoromaBophit王は,BenchaRatanaMahaprasat殿に出御成って東面 し給う｡Chaophraya

ThammathibodiSiRatanaMahamonthiaban奏上 して日く,南方,北方の第 1級国,第 2級

冒,第 3級国,第4級国の官職 ･官位 (tamnaeng-sakdina)をい かに定め給うや,と.国王陛

下はこれに応え,南方,北方の第 1級国,第 2級国,第 3級国,第4級国にあって王に仕える

Chaophaya,Phaya,Phra,Luang,Muang,PhuRangおよび Kromakanは,以下に定める

ところにしたがい Sakdinaを受 くべし,と宣う｡

31

第 1級国 Phitsanulokの (ChaoMdang(国主))ChaophayaSurasiPhitsamathirat.･･

は Na(田)100000PradaengSenatKhwa所管｡ (中略)

Phitsanulokの属国 (M血angKhもn)の ChaoMもangは,各々田1600｡ (後略)

第 1級国 NakhonsiThammaratの (ChaoM血ang)ChaophayaSithammarat･･･は,田

100000Pradaenglnpan-yaSai所管｡ (中略)

NakhonsiThammaratの属国の ChaoMdangは,各々田1600. (後略)

第 2級国 Sawankhalokの OkyaKasetSongkhram･･･は田 10000｡PradaengChula-

thepSai所管｡

第 2級国Sukhothaiの OkyaaSithammasuk･･･はH 100000PradaengChulathepSa主

所管｡

第 2級国 KamphaengPhetの OkyaRamananarongSongkhram･･･は田10000｡Prada-

engSenanatKhwa所管｡

第 2級国 Phetcbabunの OkyaPhetcharatanaSongkhram･･･は,田10000｡Pradaeng

SenatKhwa所管｡

第 2級国 NakhonRatchasimaの OkyaKamhaengSongkhram･･･は,田 10000｡Pra-

daengChulathepSai所管｡

第 2級国 Thanaoの Chaiyathibodi･･･は, 田 10000｡Pradaenglnpan-yaSai所管｡

(中略)

第 2級国の属国の ChaoM血angは,各々田 1000C (後略)

第 3級国 Phichaiの OkyaSisuriyarachaは,田 5000｡PradaengSenatKhwa所管｡

第 3級国 Phichitの OkyaThephathibodi･･･は,田5000｡PradaengSenatKhwa所管｡

第 3級国 NakhonSawanの OkyaKraiphetcharatana･･･は,田5000｡PradaengChu-
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1athepSai所 管｡

第3級国 Chanthabun の OkphraChaiyathibodi･･･は,LH5000｡Pradaenglnpan-ya

Sai所/'葺｡

第 3級国 Chaiyaの OkphraWichitphakdiiは, Ll]50000(Pradaeng)Inpan-yaaSai所

I/ィ､二
IJIO

第 3級国 Phattalungの OkyaKaekaurop･･･は,闇 5000｡Pradaenglnpan-yaSai所
′､'/I-.
J-'10

第 3級国 ChumphonojOkyaKhawngatharathibodiは, Lil50000 Pradaenglnpan-ya

Sai所:Fl/..-lc

第 3級国cjj属国o)ChaoMdangは,各 々Eij8000

〔以 卜は第 4級因｣

M.Phetchaburiの OkphraSisurin･ PradaengSenatKhwaa所管o

Chainatの OkphraSurabodinI･ PradaengSenatKhwa所管c

M.InujOkmdangInthaburi.PradaengSenatKhwa所管｡

M.Phrom の OkmdangPhromburi.PradaengChulathepSai所 管｡

SingburiojOkphraYisanSongkhram.PradaengChulathep所符o

Lopburiの OkphraNakhonphram.PradaengSenatKhwa所帯｡

Saraburiの OkphraPhichainarong.PradaengSenatKhwa所 告 ｡

M.Uthaithaniの OkphraPhichaisunthon.Pradaeng ChulathepSai所 管｡

M.Manorom の OkphraSisitthikhan.

M.AngThongの OkphraWisetchalchan.PradaengSanphatKhaw 所管｡

M.Sawankhaburiの OkphraSawankhaburi.PradaengChulathepSaai所管｡

M.Kanburiの OkphraPhichaiphakdii.Pradaenglnpan-yaSai所帯｡

M.Saiyokの OkmdangPhonkhaburii_ Pradaenglnpan-yaSai所管｡

Suphanburiの OkphraSunthonSongkhram.PradaengChulathepSai所持｡

M.Sisawatの OkphraSisawatburi.PradaengSenatKhwa所 門

M.NakhonChaisiの OkphraSunthonburi.

M.Chachoengsaoの MdangWiset･. PradaengSenatKhwa所管｡

M.NakhonNayokの OkphraPhibunSongkhram.PradaengSenatKhwa所J'[-/io

M.Prachinburiの OkphraUthaithani.PradaengChulathepSai所管｡

M.Nonthaburiの phraNonthaburi･･･ Pradaenglnpan-yaSai所管.lo
M.ThaChinの phrasamutsakhon.
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M.MaeKlongの phrasamutsongkhram.

M.PakNam の phrasamutprakan.

M.Chonの phraChonburi.Pradaenglnpan-yaSai所管｡

M.Pranburiの phraPranburi.Pradaenglnpan-yaSai所管｡

M.Kuiの OkphraPhichaiphakdi･ .Pradaenglnpan-yamSai所管｡

M.Rayongの OkphraRatchaphakdi･･ . Pradaenglnpan-yaSai所管｡

M.Banglamung

M.ThaRongの phraSiSamoratana･･･

M.BuaChum の phraNakhonchaisin･･

M.Kampranの PhraChan･･･

M.Chaibadan

〔首都にあるところの〕Mahatthai,Kralahom,および Kromathaに属する第 4級国におけ

る sakdinaは以下のとおりOすなわち,

ChaoM血angは,凹 3000｡ (後略)

2. テキス ト成立の時期

1) 前文 (第30節)には,本テキス トの成立の時期を示唆するつぎの四つの事項が含まれて

いる｡

a.1298年 (依拠 した暦本詳)

b_成 年

C.下半月,10日,日曜日

G/
d.国王の名 ‥yvT彰1m 753JL卵 附 彰173mqlJ品 デUF3Jl耶㌻anullf7

uT3JiJW附 yVT紺 rl言論 かyr前 phrabatS｡mdetPhraramathib｡diB｡r｡ma
q)

I tl

TrailokanatBoromaBophitPhraPhutthichauyuhua

まず国王の名について見 ると,これは A.D.1448年から1488年まで在位した,ボロマ トライ

ローカナー ト王であることが知られる｡つぎに1298年が,何の暦によったかと言う点であるが,

｢三印法典｣に含まれている他のテキス トの用例から類推 して, (1)仏暦 (+543-A.D.),(2)

大層 (+78-A.D･),(3)小暦 (+638-A･D･)もしくは (4)チュラーマニー暦 (+188-A.D.)

のいずれかの 可能性が 大きい｡仏麿とした場合の A.D.755年 と,小暦とした場合の A.D.

1936年はいずれもこの際問題とはならない｡ したがって大暦である可能性を吟味してみると,

A.D.1376年となるが,これは トライローカナー ト王の治世とは一致しない｡そこで最後の可

能性 としてチュラーマニー暦で 換算すると,A.D.1486年という数値を得 る｡これは同王の統

治年代の範囲に入 り,その点で矛盾はないのであるが,1486年は午年であって成年ではない｡
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タイの歴史文書における年代の記載の方法のひとつに,十 二支と,小暦で示 した年数の末尾cJ)

数字をパー リ語で示 したものを組み合わせる方法があるo(例えば 小暦1236年であれば 成年第
.A

の誤写を少な くする副次的効果をもつ｡｡こうしたIF代表記法が存在するところから,タイ人の

記録作成者は,十二支 と小暦年数の末尾の数字にはとりわけ注意を払 う仰向 があり, したがっ

て誤 りも比較的少ないものと考えられるOチュラ-マニ-1佃ま,中断との差が450年あるので,

末尾の数はつねに両者が 一致する｡ そこで 1298年の末尾の8をrI:.しいと板定 して,｢成/牛･第

8年 (巌 か櫛 ∩)｣の組合せと考え,これを トライローカ- ト土の治世に求めてみると,小

暦828年,すなわち A.D.1466年がこれに相当することがわかる01466年をチュラーマニー暦に

逆算すると1278年 となり,10位の数字が一致 しなくなるC タイ文字の 7と9とは誤認されやす

く, したがって,1298は1278の誤写であることが充分考えられるO 上しLl_跡 1今味に基づき,本テ

キストの年代を, トライローカナー ト二仁の治冊第18年,A.D.1466年であると考えたい｡桐 三2)

3. テキス トにあらわれた地名

掲出の順序にしたがって,テキス ト仏)にあらわれた地名を整理すると,下表のとおりとなる｡

国
1

弟1級同 1.M.Phitsanulok

l.M.Sawankhalok

第2級国 3.M.KamphaengPhet
5.M.NakbonRatchasima

第3級国

第4級困

1.M.Phichai

3.M.NakhonSaWan

5.M.Chaiya

7.M.Chumphon

1.M.Phetchaburi

4.M.Phromburi

7.M.Saraburi

10.M.AngThong

13.M.Saiyok

16.M.NakhonChaisュ

19.M.NakhonNayok

22.M.T九aChin

25.M.Chon

28.M.Rayong
31.M.BuaChum

こ.
1I

2.M.NakhonSiThammarat

2.M.Sukhothai

4.M.Phetchabun

6.M.Tanao

2.M.Phichit

4.M.Chantbabun

6.M.Phattalung

2.M.Chainat

5.M.Singburi
8.M.Uthaithani

ll.M.Sawankhaburi

14.M.Suphanburi

17.M.Ratburi

20.M.Prachinburi

23.M.MaeKlong
26.M.Pranburi

29.M.Banglamung

32.M.Kampran

147

3.M.In(thaburi)

6.M.Lopbllri
9.M.Manorom

12.M.Kanburi

15.M.Sisawat

18.M.Chachoengsao
21.M.Nonthaburi

24.M.PakNan

27.M.Kui

30.M.T九aRong
33.M.Chaibadan
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説明の便宜上,順序を逆にして,第 4級国から検討 してゆきたい｡

テキス トには,｢Mahatthai,Kralahom および Kromathaに属する第 4級国｣とある.Ma-

hatthai,Kralahom,Kromathaとは,アユタヤ王朝以来,ラ-マ5世王の時まで存続した3大

顕職の名で8),第 4級国とは,首都周辺の,交通至便の地を占め, 中 央から派遣された役人に

よる直接支配が行なわれていたところの ｢直轄領｣を指す｡

Krungを中心として,その周囲に第 4級国が展開する地域全体を総称 して WongRatcha-

thani(畿内,直訳すれば ｢王城域｣)という｡図 1は,WongRatchathani内の第 4級国を地

図上に示したものである｡ いずれも, 川筋ないし, 海岸に面しチャオプラヤー ･デルタ地帯

の伝統的な交通手段である舟による往来が便利である位置を占めている点に注意したい｡この

390

図 1 WongRatchathani(畿内)の 諸 国

テキス ト(A)により作図(番号は前ページの表に対応)

④ Mahachai運河 (1645-1722)
⑮ Samrong運河 (1498)
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点をより明確にするため,これ らの国々を,交通に利用される水系に従って整理 してみよう｡

1) パサ ック河流域

AYUTTHAYA-SaraburトKamphran-Chaibadan-BuaChum-ThaRong(-Phetchabun)

2) チャオプラヤー河流域

a.北 行

(1) チャオプラヤー河本流域

AYUTTHAYAIAngThong-Phrom-SingburiJnthaburトChainat-Uthaithani

-Manorom (-Nakhonsawan)

(2) ノーイ河流域

AYUTTHAYA-AngThong-Sawankhaburi-Chainat

b.柄 行

AYUTTHAYA-NonthaburトPakNam (-タイ湾-)

3) ロブリー河流域

AYUTTHAYA-Lopburi

4) タ-チン河流域

AYUTTHAYA-ThaChin-NakhonChaisi-Suphanburi

5) メクロン河 ･クエーノイ河流域

AYUTTHAYA-T九aChin-MaeKlong-Ratburi-Kanburi-

6) バ ンパコン河流域

AYUTTHAYA-Chachoengsao-
-Prachinburi

-NakhonNavok

-Sisawat

-Saiyok

7) タイ湾沿岸地方

a.束 侮 岸

AYUTTHAYA-PakNam-Chon-Banglamung-Rayong

b.西 海 岸

AYUTTHAYA-PakNam-Phetchaburi-Pranburi-Kui

以上の第 4級国一覧表は,いつ頃の三伏態を反映するものであろうか｡H.G,QuaritchWales

は18世紀の状況を示すものと推定しているが,根拠は示 していない｡9)この内,たとえば Non-

thaburiのように,本テキス トの原型が成二立した1466年には存在せず,後世の付加であること

が明瞭であるものもあるが,厳密な史料批判の手続にもとづ く原テキス ト再横の作業は,今後
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図 2 第 1-3級 国 の 所 在 地

●首 府 e第1級国 ･第2級国 ･第3級国 ｡テキスト(A)
に含まれていない諸国 E3 内は畿内 (WongRatchathani)･
番号は147ページの表に対応する (例ト1は第1級国の1すなわち
Phitsanulok)

にのこされた課題である｡10)

第 1級国として掲げられている2国のうち,前者の Phitsanulokは,アユタヤ王朝の北境経

略のいわば鎮守府として重きをなした 国である｡同様に NakhonSiThammaratはマライ半

島部の諸国に対する鎮撫の任務をi'lっていた0

第 2級 ･3級国は,MaangNaaと呼ばれる北方の諸国と,それ以外の諸国に分けられるo

1) 北方諸国 (MbangNha)

sawankhalok,Sukhothai,KamphaenPhet,Phetchabun,Phichai,Phichit･NakhonSawan

の諸国｡いずれもスコ-タイ時代に遡る歴史をもち,アユタヤ王国の膨張に伴い,その付庸と

なった｡

NakhonSawanの南,ChaoPhraya河の合流地点である PakNan Pho 以北の河川交通
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は,第 4級国の位置するデルタ地帯と比較 して不便であり,とくに乾季には,NakhonSawan

が大型船の遡行の 北限となる｡11)したがって,これらの 地方においては,面方諸因に比して,

陸上交通機関-の依存度が大きい｡

2) その他の諸国

a.NakhonRatchasima

コーラー ト高原-の入口O北方諸国に対する Phitsanulok 南方諸因に対する Nakhon Si

Thammaratと同様の任務を,ラーオ諸国に対 して待 っていた｡西方に ドン ･プラヤーファイ

の大密林が横たわっており,マラリヤの脅威をもって畿内との交通をPH_/.ti:していたOラタナコ

～シン期に入って後,第 1級国に昇格o

b.Thanao

Tenasserim のタイ名01765年 ビルマ蝕となるまで, 古 くから,ベンガル湾を 東行する旅行

者にとって,アユタヤ-の入日として知 られていた｡12)

C.Chanthabun

タイ湾の東北部にあり,カンボジアに向かう辺境の因であった｡

d.Chaiya,Phattalung,Chumphon

いずれもマライ半島部の諸国｡

テ キ ス ト (B)①
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uJf)Wlulつ耶 HJf)83JqgT 川 88m 1tj u別aJO巧打13J

了Rn

21

〟
い1

1 ー ,1少 9J yヰ
… 3g3両 郎 nl盲1品蒜 1- 13Ed - - JM l･11)

三∵ - i空 ヤ -!･;:品 =I-･空 :.:--｡･･;-･-
匂11mJ13tlA 川 dl耶 IPl 川 01号t'FjfJ1 川 rlnJIJ'13十1

tso;uuⅥポ㌦ 岩｡W両 gn13 品 町 舶 ‖1u
4. 4
日｣08討1Fl盲u亨

1
1壷 11J晶 蒜,錆 ｡JgM蒜 か前 門品
J､

L1

1~4)Ratburi,loc.cit.&Bradley,loc.cit･:up汀戸け百汀 aJ5'7W

⑲ Ratburi,loc.cit.& Bradley,loc.cit.:野3J抑T
? .=･'-i

⑲ Ratburi,vol.1,p.57&Bradley,loc.cit.:川qlFuJ1
395



東南 ア ジア研 究 第6巻 第2号

1. 訳 文

17

幸あれ｡1555年,亥年,下半月,10日,水曜日｡EkathotrotlsuanBoromanatBoromabophit

王は ･

19

ひとつ,功臣に対し,ChaophrayaChakriの管轄下の諸国-赴き,PhuRang として,あ

るいは ChaoMdangとして,統治を行なうべLとの勅命下りたるときは,すなわち,Mbang

Phitsanulok,Mdang Sawankhalok,Mdang SukhothaiMdangKamphaengPhet,Mdang

Phichai,MdangNakhonSawan,MdangPhichit,MdangManorom,MbangChainat,Mbang

Uthaithani,Mbnaglnthaburi,MdangPhromburi,Mbang Singburi,M缶ang Sankhaburi,

M血angLopburi,MdangSarabllri,MdangWisetchaichan,KrungKao,M凸angNakhonNa-

yok,MdangPrachim,MもangChachoengsao,MbangSuphanburi,Mbang NakhonChaisi,

M血ang Ratburi,Maang Kanburi,M白.angPhetchabun,Mbang Tha Rong,M血ang Bua

Chum,MdangChaiBadan,MdangKamPhran,MbangNakhonRatchasimaの諸国｡(後略)

20

ひとつ,功臣に対 して,Krom PhraKralahom,の管轄下の諸国-赴き,PhuRangとして,

あるいは ChaoMbang として,統治を行なうべLとの勅命下りたるときは,すなわち,Mbang

NakhonSiThammarat,MもangPhatthalung,MdangSongkhla,MhangChaiya,M血angChu-

mphon,MBangPhetchaburi,MもangKui,MdangPram,MもangKhlongWan,MdangBang

Taphan,MdangThalang,MbangTakuathung,MdangTakuapaMもang Tanawasi,Mb-

angMarit,M血angThawai,MもangSamkhokの諸国.(後略)

21

もし,功臣に対し,Khosabodiの管轄下の諸国-赴き,PhuRang として,あるいは Chao

M血ang として,統治を行なうべLとの勅命下りたるときは,すなわち,MもangChanthabun,

M血angTrat,MdangRayong,MdangBanglamung,M血angNonthaburi,M血angSamutpra-

kan,M凸angSamutSongkhram,MdangSakhonburiの諸国,(後略)

2. テキス ト成立の時期

前文 (第17節)から本テキス ト成立の年代を示唆する事項を拾うと,つぎの4項目となる｡

(1) 1555(依拠した暦不詳)

(2) 亥 年

(3) 下半月,10日,水曜H
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a/ El

(4) 国王の名 ･･附 紺 - 脚 は∩7脚 Sか耶Tu㌻aJu7m 13Ju壷 附紺,n猫 車 phrabatS0-

mdetEkathot(?)rotisuan BoromanatBoromabophit Phraphutthichao-

yuhua

テキスト(A)にならってまず国王uj/(Eを吟 味しよう｡こOj;/Tを兄て,ただちに思 い浮かぶのは,ca/
エカトッサロット王 (1605-1610)である｡アユタヤ 隼代目己は,この王の名を 附yqqJu7†掴3JLFl可
Lan7"即3∂耶Tuy封ulnuF封諭 川 丁影壷 qf/78品 prabat SomdetEkathot-SarotBoromanat
Cl

iJ i7J
BoromabophitPhraphutthichaoyuhuaと記している｡13'テキスト(ち)と比較するならば,ただ

1カ所の違いが見出されるo すなわち,If:-･代記に とかnl榔3とあるところが,テキス トでは
LammySとなっている点であるO 柵 の 狛 ま∴ 二重読みして thot-saと読むのが-｣捌 勺で
ある｡テキストにしたがえば thotあるいは thottha(?)としか読めず,したがって,この綴

字からはこの壬の慣廿拍勺な読み方である Ekathot-sarotという発 音を得ることはできない｡し

かしこの点にかんしては,まった く逆の推論も成り立つ｡すなわち,この上の呼び裾 まもと 何

を 二重読み しない Ekathotrotであったところ,後根の筆写者が ｣にしい絞字を忘れ,判時oj究

侶 二したが-て nD73と書いたのであるoこう考えるならば,この1字の相違をも-てテキス
トと年 代記の二王が別人であるとすることは説得力に乏 しく,むしろ同一であるとするほうが 日

然であろうO

そこでこの王をエカトッサ ロット王に 比定するならば,テキスト(B)の成立の 時期は,同工

の治世jIJ川胃である A.D.1605-1610年の間ということになる｡しかしこれは つぎの二つの車

夫と矛盾する｡第 1に,1605年から1610年の問に亥年 はないO第 2は,同じ Prathammanun

oj第 1邦の前文に14),同一 名が,1544年f･隼C/)記戟とともに現われている点である｡1544年,

1555年という二つの年代が,何の輔 去によるものかの吟味はさておき,両者が同一一の暦法によ

るとの前堤に-;/-_てば,こCD王の治世期間は,少な くとも11年なければならないO しかしエカト

ッサロット王は 5年 しか在位しなかったことが知られている｡ したがってエカ トッサロット千

C)j在付期間にとらわれず,別のfl1度からテキストC/)成立時期を検討する必要が/I:_ずるo

テキス ト(A)で用いた方法にならって.亥年 と末尾の数 5が_i｣:_確であると仮定 し,｢亥隼 ･第

5年｣の組合せをアユタヤuJjLィヒ(A.D,1350-1767)のすべてにわたって抽出してみると,A.

D.1383,1443,1503,1563,1623,1683,1743の 7回 となる｡ ところで,テキスト21節の引

用邦')1の直後に,つぎの-節が兄えているo

A,諺,･{晶 叫 前 ♪′･,JJ･J.･;!-YA･:L/照 J=L/'7- 日′̀～-守,l諭 ".l･TlI,i;緑 ,Li謳 ,品ト}7tLt･)･･,･･･,:.:I･-,n･>}1･･t･,･;∴.･T
qqノ 勺

i

(イギ リス人,オランダ人, 中 国人,安南人,日本人,マライ人等､コーサーボデ ィ ｢港務省

Kromathaa長官〕の管軒下にある諸外国の国民云々)

この記事は,イギ リス人,オランダ人が,すでにシャムと交易を行ない,アユタヤに在留す

る者 も現われていた時の状態を反映するものと考えられるCそこでいまもしこの部分が後粧o)
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付加であるという可能性を無視するとすれば,上記の七つの年代の内,1623,1683,1743の三

つの可能性がのこることになる｡小暦 (-A.D･2193),仏暦 (-1021)の可能性は容易に排除

できるので,つぎに大層の可能性を試みてみると,A.D.1633となり,上記のいずれとも合致

しない｡そこでチュラーマニー暦として換算すると1743年となり,3番目の可能性と合致するO

以上の結果にもとづき,国王名の比定の問題はのこるが補注3),いちおう A.D.1743年 (チュラ

ーマニー暦 1555年亥年)をもって,本テキス ト成立の時期と考えたい｡

3. テキス トにあらわれた地名

テキス トにあらわれた地名を,所管別に整理してみると下表のようになる｡(かっこ内のロー

マ数字は,テキス ト(A)の級別を示す)

所 管

Krom

Mahatthai

Krom

Kralahom

398

名

M.Phitsanulok(Ⅰ)

M.Sawankhalok(ⅠⅠ) M.Sukhothai(ⅠⅠ)

M.KamphaengPhet(ⅠⅠ) M.NakhonRatcbasima(ⅠⅠ)

M.Phichai(ⅠⅠⅠ)

M.Phichit (ⅠⅠⅠ)

M.Manorom (ⅠⅤ)

M.Inthaburi(ⅠⅤ)

M.Sankhaburi(ⅠⅤ)

M.Saraburi(ⅠⅤ)

KrungKao

M.NakhonSawan(ⅠⅠⅠ)

M.Phetchabun(ⅠⅠⅠ)

M.Chainat(ⅠⅤ) M.Uthaithani(ⅠⅤ)

M.Phromburi(ⅠⅤ) M.Singburi(ⅠⅤ)

M.Lopburi(ⅠⅤ)
M.Wisetchaichan

M.NakhonNayok(ⅠⅤ)

M.Prachim (-Prachinburi)(IV) M.Chachoengsao(IV)

M.NakhonChaisi(ⅠⅤ) M.Ratburi(ⅠⅤ)

M.Kanburi(ⅠⅤ)

M.ThaRong(ⅠⅤ) M.BuaChum (ⅠⅤ)

M.ChaiBadan(ⅠⅤ) M.Ram Pram(ⅠⅤ)

M.Suphanburi(ⅠⅤ)

M.NakhonSiThammarat(Ⅰ)

M.Tanawasi(-Thanau)(ⅠⅠ)

M.Phatthalung(-PIlattalung?)(ⅠⅠⅠ)

M.Chaiya(ⅠⅠⅠ)

M.Songkhla

M.Kui(ⅠⅤ)

M.KhlongWan

M.Thalang

M.Takuapa
M.Samkhok

M.Chumphon(ⅠⅠⅠ)

M.Phetchaburi(ⅠⅤ)

M.Pram(-Pranburi)(ⅠⅤ)

M.BangTaphan

M.Takuatllung
M.Marit

M.Thawai
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Krom Tha
M.Chanthabun(III) M.Rayong(IV)

M.Trat M.Banglamung(lV)

M.Nonthaburi(IV) M.Samutprakan(-PakNan)(IV)

M.Sakhonburi(I-MacKlong)(IV)

M.SamutSongkhram (-ThaChin)(ⅠⅤ)

(M-Mdang)

以上の国名の申で,KrungKaoは後世の付加であることが一見 して 明瞭である｡この語は

｢旧都｣を意味する普通名詞であり, トンブ リ朝以後,アユタヤの呼称 として用い られるよう

になったものである｡

このテキス トにあらわれた地名をテキス ト仏)と比較すると,その大部分が一致するが,若干

の異同があるので,異なる部分のみをつぎに紬出してみよう｡

(A)のみにあらわれる地名

M.AngThong

M.Saiyok

M.Sisawat

M.Cわon

(B)の み に あ ら わ れ る 地 名

M.Wisetchaichan

M.Songkhla

M.BangTaphan

M.Takuathung
M.九iarit

M.Thawai

KrungKao

M.KblongWan

M.Tbalang

M.Takuapa
M.Samkhok

M.Trat

(M-=M屯ang)

Wisetchaichan:AngThongの西方にあり, ノーイ河に臨む占邑である｡

KhlongWan:Tenasserim (-Tanaoor Tanawasi)および Mergui(-Marit)へ向かう

順路の起点 と して盛えた古邑である｡15'

Songkhla:つぎのテキス ト (C)では,まだ朝貢国CDLltに数えられているo

BangTaphan:BangSaphanu7帽ynu とも絞る｡ Kuiの南,タイ湾の沿岸に付出してい

る｡

Thalang:インド洋沿岸の島,プケット鳥中部にある｡

Takuathung･Takuapa:いずれ もマライ半鳥北部,インド洋沿岸の古邑｡
Marit二Merguiのタイ名o

Samkhok:チャオプラヤ- 下流,Pathumthaniのやや北に佳苗するc

Thawai:現 ビル マ領,Tavoyo

Trat:東南部タイの東端,カンボジアに接壊する辺境｡
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テ キ ス ト (C)①

nD〟Eu品 川 KotMonthianbaan /PalatineLaw/

1

ひ Q, y Lq y 等 エ

FTf13J何Pl吋n盲1qL dtg o つuL'dlL例'dtiM15tJu71nF11q I
y ｢勺

qf胴 品 品 っ阿∩ 刑JL胴 m g上引写13Jl石臼肌 盲lJl那 -aft
く1 く＼ <＼

ul紺 LjM13Jq関 川 m JU;削 甲 古郡 eJつ渦 0珊 望ylm qq言
へ 9J ! y

u盲aJu叫Fは別号gmVllH旬18eniつ
q tl

望

… 耶 蒜 ほ"詔 品 川 918nll
り y 勺 Q,ど

3Jnf)勺川u11〈Iuub o
q q 4. q dh CL' 甥

日Jf)q Rf)L3Jf)qt川音Maつ勺 1◆◆
山岡討てdG=

e7のU
山上 RtTti朋岡 上3Jdl'l

ふ _由 青さJ iiLljc.二;.∋三., 二_-:-,ll.言 ,J;:ti-1=㍉
qq 句
3Jf]qLqLeJ ､ニト

¶

㊥ 句 鴇 q LS y q 尽
n盲111 uJ88上qfeJqu訂u L3JOqtqSEJ8号q HJ'dqLqfeJq31と｣

I
句 句 q q I q T
t3Jaqu訂umつ HJf)マム刊3J盲1qf HJOt8LLm言 上3Jf)qulu

13881品 匂" 岩日南 耶 uaq
句 ① q 月
日JE)qt盲つunつ QらHJe)qlLA

品 川 昌8 品 識 1日1my 上品… fJ… 冨m g
1

① q q 寸 句 少 U

勺
HJf)8

3Jalf11 日Jf)qaJa1aJ L3J'dqつ盲つ1盲 d HJ'dqLGtJlnu kDO
tl

q .一y E1
川8q m 1日的nlNyy1日… u

(DKTSD,γol.1,pp.69-70.

⑧ Ratburi,vol.2,p.54&Bradley,vol.2,p.91:L品晶 mJ
cJ

⑧ Ratburi,loc.cit.&Bradley,locICit.:L附寸卵′7u

④ Ratburi,vol,2,p.54:ほっ比内? Bradley,vol･2,p･91:け∂比57つ

⑤ Bradley,vol.2,p.92:3Jか∩7
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:.即 …_;･1.-.:.__I; _:,-'l-ぷ 二-i-･f--I;.,丁=-.+:.｡ 二 言 二

Lti it

川… nOJ了an@ i,38品 ull㌔ L岩｡洞 h ltr!･n@ 上沼O,･J
Lq 勺

I I
o ㊥ q A Lq i. ⑯
f11uMqとγM5 日Jヒ】｣lAnjR盲甘言盲3J盲1q5 日Jd11JiRH1qj'tl'3Jl
q LA, 1
日J,dqPlulつf;7盲 目J,dq<n'〕ltj

LITll3'

8

句 句 句 勺
上17dt"lTlm.I,:) 岩dt;J叶 品rltl心 Tllj'ふ い日､3JT.I
Lq qo 1:tg A. q.･1. ｡･ .-. ｡.
HJf)qfllu判q上mqf L3Jf)勺,onu盲 目Jdq'dqRIH
JJ. ･1 LH. Ll.1 dl Lq 1 J.

Lu8､日lC111けHl'JqR'dL3Jdq'dtA'nlJ盲目Jdql川盲113JIJ冒1 1

1. 訳 文

1

幸あれ｡720年,子年, 5月,上半月,5H,土日flt=H=loRamathibodiBoroma Trailokanat

Mahamongkut･･･j:_は ･

2

国王に,金銀樹の献送を行なうべき国,あわせて20カ国,すなわち,MdangNakhonLuang,

MaangSisattanakhanahut,M血ang Chiangmai,Mdang TongU,Mdang Chiang Krai,

㊨ Ratbu,t,loc.cit_& B,adley,loc.cit.･.淀河流 訂†
⑦ Ratburi,loc.cit.& Bradley,loc.cit.:繭u端y

㊨ Ratburi,loc.cit.& Bradley,loc.cit.:prnr6品y?
｡ ∠

⑨ Ratburi,loc.cit,&Bradley,loc.cit.: ∩7umLyV附
⑩ Ratbu,t,loc.cit.･.u野 "甘露 7 B,adley,loc.cit.‥肺 訂1即朋 ,

L'1

'tljRatbm･,V｡1.2,p.55& B,adley,V｡1.2,p.93‥前 01㌢抑yT/†
⑩ Ratburi,loc.cit.&Bradley,loc.cit∴ 討つ汀F)rang

c:'
⑲ Ratburi,loc.cit.& Bradley,loc.cit.:no7州 寸州耶
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MbangChiangKran,MbangChiang Saen,Mbang Chiang Rung,Mbang Chiang Rai,

MdangSaenwi,Mdang Kemarat,M血ang Phrae,MもangNan,MaangTaithong,Mdang

Khotrabong,MdangRewkaew,以上16カ国は,北方諸国｡南方の諸国は MdangUyontana,

MdangMalaka,MdangMalayu,MbangWorawario以上合わせて20の諸国は,金銀樹の献

送を行なう｡

大国にして,国王が ｢忠誠の誓いの飲水｣(の儀式)を守る8カ国はつぎのどとし｡すなわ

ち,MdangPhitsanulok,MaangSatchanalai,MdangSukhothai,MdangKamphaengPhet,

M白.ang Nakhon SiThamarat,M血ang Nakhon Ratchasima,MBang Tanawasi,Mもang

Thawaiの諸国｡

8

M由angLukLuangは下記の諸国,

MaangPhitsanulok,Mdang Sawankhalok,M血ang Kamphaengphet,Mdang Lopburi,

M凸angSingburi.

MdangLanLuangは下記の諸国,M血anglnburi,MdangPhromburi｡

2. テキス ト成立の時期

このテキス トの前半の部分については,David冗.Wyatt による研究が公にされている｡16)

Wyattは,テキス トに見える王を トライローカナー ト王に比定し,そこからテキス トの成立

を A.D.1448-1488の問に限定する｡ついで12文と,中層の末尾の数を正しいものと仮定し,
｢子年 ･第10年｣の組合せの中から,上記の期間に入る小暦 830年 (A･D･1468)を見出し,こ

の年をもってテキス ト成立の年と考え,720を830の誤写として退けている｡

3. テキス トにあらわれた地名

1) 本テキス ト第 2節にあらわれた地名

a. ｢金銀樹｣の献送を義務づけられた朝貢国

b. ｢忠誠の誓いの飲水｣を義務づけられた大国

の二つのカテゴリーに分類されLcいる.前者は,北方16カ国,南方4カ国,計20カ国｡後者の

8カ国は,Phetchabun と Thawaiの違いを除けば,テキス ト(A)の第 1級国,第 2級国とま

ったく一致する｡(147ページの国名表参照)

南北20カ国朝貢国のうち,北方の16カ国は,ポロマラーチャー I世 (1370-1388)の治世に

始まり15世紀の末まで続けられた遠征の結果,アユタヤとの朝貢関係に入った国々である｡17'
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このうち ChiangMai,ChiangSaen,ChiangRai,Phraeおよび Nan の 5カ国は容易に

比定されうるoSaenwiは現 ビルマ領, シャン州の Hsenwiであろうo

ChiangRungは,雲南‥首南部,潤漁江右 jLlr':の江洪 (-二車里) と考えられる｡
NakhonLuang は AngkorThom のタイ語 訳 である｡18)

Sisattanakhanahutは,1560年まで LanChang王国の首府であった LuangPrabang の

異 称｡ 19)

TongU は, ビルマ0jToungooか,あるいは ChiangSaenの上流約25マイルにあった古

邑 TangAuのいずれかであると考えられている｡20)

ChiangKra1-ChiangKran21)は LuangPrasoet本アユタヤ年代記略本,小暦900年の条に

あらわれる一対の同であって W･A･RIWoodはこれを 1国と考えビルマ領 Moulmein地方の

Gyaingに比定 している｡22)

Khemaratは, ビルマ麺 KengTungのパー リ語 名｡23)

Taithongは位帯不詳｡

Khotrabong東北タイ,メコン河右岸 の Nakhonphanom か ?｡24)

Kew Kaew. Wyattは東北タイの Ubon地方ではなかろうか, との仮説を提出しているが

その根拠は示 していない｡

南方の朝貢国 tJjong Tanah(Uyontana),Malaka,Malayti,Worawariの4カ国につい

て,G.E.Geriniはかつてつぎのような比定を行なった｡25)

(1) ロjongTanah: Johor

(2) Maalaka: Malacca

(3) Malaya: Malay白.河沿岸地方,西方 Johorにはする地域｡

(4) Worawari: 比定困難｡おそらくは Malacca南方の Mora一muarすなわち Muarで

あろう｡

以上のうち,Malaccaについては, LuangPrasoet本,小暦 817年 (A.D.1455/56)の条

に,｢軍勢を率いて,マラーカーを攻略す｣とあるところから,本テキス トの成立を 1468年 と

すれば,Geriniの比定は説得的となる｡しかし,のこりの 3カ国に ついては,今 [1なお確実

な比定がなされるには至っていない｡

以上にのべた朝貢国20カ国についで,テキス トは,国王がアユタヤ王朝に対 し忠誠の誓 い の

飲水を行なうことが義務づけられている八つの国名を掲げている｡

｢聖水飲取｣ を義務 づけられた phrayaMahaNakhon (かっこ内は テキス トAによる

級別)
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Phitsanulok(Ⅰ) Satchanalai(ⅠⅠ)

Sukhotllai(ⅠⅠ) KamphaengPhet(ⅠⅠ)

NakhonSiThammarat(Ⅰ) NakhonRatchasima(ⅠⅠ)

Tanawasi(ⅠⅠ) Thawai(-)

2) テキス ト第 8節にあらわれた地名

MdangLukLuang

Phitsanulok(Ⅰ) Sawankhalok(ⅠⅠ)

KamphengPhet(ⅠⅠ) Lopburi(ⅠⅤ)

Singburi(ⅠⅤ)

M屯angLanLuang

Inthaburi(ⅠⅤ) Phromburi(ⅠⅤ)

注

1)krung による huam血angの支配という伝統的バク-ンは,今日なお基本的には変化を

こうむっていない｡

2)H.G.QuaritchWales,AncientSiameseGovernmentandAdministration.NewYork,

1965.p.105ff.

3)飲水の儀式については,森幹男 ｢タイ国社会における国王概念の変遷一特に トウ一 ･ナム

誓忠式を中心として｣『民族学研究』第31巻第4号 (1967)pp.262-276参照｡
4)Wales(1965)p.108ff.

5)Wales(1965)p.109.

6)krungによる huamdang の直接統治が可能となったのは,1892年,ダムロン親王が初

代の内務大臣に就任して,州 (MonthonThesaphiban)の編成が行なわれるようになっ

てからのことである.それ以前の huam缶ang と krung との関係を示すものとして,ダ

ムロン親王自身のつぎの述懐は興味深い｡

｢私が北部地方を視察したとき出会ったそれぞれの国の chaomdang(国主-地方長官)

は,いずれ劣らぬ家柄の正しい者ばかりであったが,大半がその国の出身者に限られてい

る｡(Lll略)バンコクに住む役人には,地方勤務を望む者がなかった｡それというのも前述

したような(中央政府が地方の行政費をいっさい負担しない ｢食邑 (kinm屯ang)｣)制度の
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下にあっては,(赴任者は)なによりもまず自分の生活の確立に心労しなければならなか

ったからである｡他所から赴任した役人は,自ら必要な資金を調達 して持参するか,ある

いは赴任先の有力者の婿にでもならぬかぎり生きて行 くことさえおぼつかなかった｡まし

て chao mdang を補佐する kromakan以下の 属更 にいたっては なおさらのことであ

って,先々の khahabodi(名望家)の中から選任する以外に手は なかったのである｡｣

(nT3JWT甜15707m iY)y7nqu7討 / Prince Damrong,TheesaaPhibaa / Bangkok,1966,

p.20.)

7)外国の史料としては,たとえば LaLoubereの DuRoyaumedeSiam.Paris,1691,ビ

ル-に連行されたタイ人捕虜の聞き書きである mo7陥- 一つnF,読 (in FineArtsDept･
KhamhaikanChawKroungKaw ‥..Bangkok,1964,pp.195-203)などがある0

8) ｢三印法典｣の ｢三印｣がこれら3人の高官が国王から賜った官印に外ならぬことを思え

ば,いかに重要な地位であったが知 られよう｡

9)Wales(1965),p.109.

10)個々の国についての吟味と同時に,Kromathaが第 4級国の統治に闇与するようになった

時期-おそらくは対中国朝貢貿易の発展と無関係ではなかろうーの確定も未解決の問題で

ある｡(Wales,1965,pp.90-91)

ll)JamesMcCarthy,SurveyingandExploringinSiam･London,1900,p.118･

12)J.Anderson,Engtish IntercoursewithSiamintheSeventeenthCentury.London,

1890,p.5.
可 J ., / lノ

13)綴字は ｢2冊本｣による｡ (耶eT7町yI洞1つ577FnT岬FafJ紺7別Tu a3J脚句yVFu-yVuyのu つ51yVFg
l ?

d
L懲阿州u Bangkok,1962,p.305)｢プラチャクラパディボン本｣には 的S･qq/u7rl訂3Ji卵 Lかn17り
7

q ei 2.ノ ′ qノ
戸汀雨pTつJ-1JT3mlf11m附耶uq/myl別耳目かum と見え,わずかながら異同があるO

つ y

14)本テキス トは第 2部に含まれているc

15)aunw7禦 癌 耶紺巌 流 - 血 石m紺muL品 b Bangkok,1964,p･172･
16)DavidK.Wyatt,"TheThaiK̀ataMa一再irapala'andMalacca"inJournalofSiam

Society,Vol.LY,pt.2(July,1967).以下の地名の比定は同論文による｡

17)Ibid"p.284.

18)nJ川 TCL,1繭 や mqつ洞 晶甫∩品洞つ13Hvの1中 3Jm Bangkok,1963,p･57･LuangPra一

乙/∫
ーq /

soet木アユタヤ年代記略本にこの語が見えている｡佃は∩m n7㌢- -- 1m JT誓 3Jqの
(L′

閃3J7肌71の討訂uaEJ約7J17F161 Bangkok,1967,p.94r.
† ?

19)附 甜7JT紺頑 懲朋 (Jつm 封)耶即つ別品 品 ヾ Bangkok,1939,p153･
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20)Wyatt論文に引用された Sternstein,L.̀ Àn H̀istoricalAtlasofThailand',"Journ,

aloftheSiamSociety,LII,pt.1,1964,map3(map2は誤植)には TangAuがかl
っこの中に示されている｡ただしこの地名は,Sternsteinの拠 ったタイ語原本 nl肌… uy7q

～./

LLu'u拍 F影詣- 〟"に収録されている Lturu巌 刑か1m一句nFnミ捌 - つ- 品 攣 u7㌔円
∠

甜3JとPl可附 彰uLF何?T3JmF7甘 (刑.PT. lg61mm一也61CiGi)には記載されていない0

21)注18に引用した LuangPrasoet本の最新の校定本による綴字は 前 品 ざ一品 叩 ㌻7u｡

22)W.A.R.Wood,Ahl'storyofSiam.Bangkok,1933.p.102.

23)nTmと〃unq'比uu針 ìJTvy義郎∩3J"所収地図第 4菓 (注20に引用したもの)には K｡ngTung
がこの語で示されている｡

24)nJ3JyVT甜1uデ耶 OP.cit.,p.11 タイ人の学者でこの説をとる者は多い｡

25)G.E.Gerini,"HistoricalRetrospectofJunkceylongIsland,PartI," Selected Arti-

clesfromJournaloftheSiamSociety,Vol.IV,Lobburi,Bangkok,Bhuket,p.13.

補 注

1)｢三印法典｣の諸刊本については,拙稿 ｢タイの奴隷制に関する覚え書｣『東南アジア研究』
第 5巻第 3号,1967,pp.178-179参照｡

2)Phi,hatSukkhahthitも中層828年,すなわち西暦1466年と推定している｡(wq晶 u/約 品
?

･繭 1町q,汀1封Eud"緑1∩-Jy7㌦ 品 Gp･56l･)
3)｢ェカ トッサロット｣という名は, プラサー トング王 も好んでこれを用いたが, ボロマコ

ー ト王 もこの例にならったという考え方 も成 り立つであろう｡ (AkinRabibhadana.The

organizationofThaisociety,andthe1)rocessofchangeintheearlyBangkok

Period,1782-1873.)(unpublishedmasterthesis)Ithaca,1968,p.233.
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